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１ 経緯

データ処理技術研究会

土木リモートセンシング研究会

地すべりリモートセンシング研究会

国土防災リモートセンシング研究会

1985年頃～

2002年～

東理大：大林成行先生

東理大：藤田圭一先生
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２．研究会の活動目的

� 多様な適用分野が示されていても、個別

には実利用にまで達していない

� 理由：「使える」という人と「使えない」とい

う人との間で建設的な議論を行う場がほ

とんどなかった。

� 国土マネジメント・国土防災の観点から、

実務における利活用方法について研究
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３．主な研究会活動

�研究会の開催（２ヶ月に１回程度）

情報交換、招待講演など

�ＲＳＳＪ学術講演会への参加

ポスター展示、セッション企画、口頭発表など

�ＷＧ活動
・災害時活用版ガイドライン作成WG

・災害時SNS利用WG

■研究成果の社会還元と実利用分野拡大のための

WS開催

H24：大阪市，H25：水戸市，H26：仙台市



国土マネジメント・国土防災の観点からの

衛星データ活用ガイドライン
～～空間情報の補間と付加価値創出技術解説～～
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背景・経緯
国土・防災分野では、リモートセンシング技術が行政
機関等の実務に定常的に組み込まれた事例は、ほと
んどみられない。
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リモートセンシングの利活用方法の検討

� アンケート調査；RSSJ学会誌，Vol.26，No.5，pp. 405-407，2006.

� ヒアリング調査；RSSJ学会誌，Vol.27，No.1，pp. 62-64，2007.

実務利用に向けた課題

� 現在の手法で困っていない。

� コスト削減の根拠が示せない。

� 仕様を固められない（標準的手法がない）。
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業務フローに対応した
衛星データ導入方法の整理

�現行手法の補間技術

�衛星データ活用の考え方・付加価値のオーソライズ

衛星データ活用ガイドライン
の作成・公表

実務利用推進に向けたアプローチ



�土石流対策整備計画

� 崩壊地抽出図作成

�河川水辺の国勢調査

� 河川環境基図作成

�瀬と淵の抽出

�植生判読素図の作成

�浸水想定区域図作成

� 土地被覆分類図の活用

�洪水流出計算における現況再現
8

対象とした業務
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1.事前調査

3.1 陸域調査

・植生図作成調査

・群落組成調査

・植生断面調査

3.2 水域調査

・瀬淵、止水域等の分布

3.3 構造物調査

・護岸、横断工作物等

5.考察・評価

植生図作成調査

空中写真判読による

判読素図作成

現地確認

（不明箇所等）

判読素図修正

空中写真再判読

植生図作成

（GIS図化）

2.現地計画書の策定

4.調査結果取りまとめ

河川環境基図作成 ～植生判読素図の作成～
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判読キーを基に

植生群落を分類

【判読素図】

最新の空中写真をもとに、

空中写真の色、きめ、高さ、

密度等、植生の相観として

判読者が区分できるまとま

りを実体視により判読して
作成したもの。

河川環境基図作成 ～植生判読素図の作成～

地形図(河川基盤図等)：背景図

空中写真：判読素図作成に利用
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「国土マネジメント・国土防災の観点からの
衛星データ活用ガイドライン」

http://rssj-kokudo.civil.ibaraki.ac.jp/



災害時活用版ガイドライン
～WG活動報告～
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WGの目的
2011.3.11 東日本大震災

2011.7 タイ国洪水被害の長期化

2011.9（台風12号） 紀伊山地の大規模土砂災害
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広範囲に及ぶ被害、長期に及ぶ復旧・復興

衛星データの役割

� 発災直後の迅速な被害状況の把握

� 一定期間の定期的なモニタリング
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WG活動のフロー

対象となる災害事象の調査・整理

災害対応における地理空間情報の利用実態の把握

(既往研究・事例調査)

衛星データの適用可能性に関する検討

実務者へのヒアリング・意見交換

衛星データの活用に関する

課題整理と技術的工夫の検討

ガイドラインの作成・公表
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WG活動のフロー
対象となる災害事象の調査・整理
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� ニーズがある

� 衛星データの長所を活かせる

広域性・均質性・周期性・継続性

� ある程度標準化されている・・・(?)

着目点

既往研究・事例調査
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既往研究・事例調査
～浸水範囲を把握する手法～

既存手法にはない衛星データの利用価値に着目

� 浸水が長期間にわたる場合でも

定期的な観測によって

浸水範囲を時系列に把握することができる

� 浸水が広範囲に及ぶ場合でも

広域を同時に観測できる
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対象災害と衛星データ適用の手法

光学の画像から湛水域

と非湛水域の色調の違

いを識別して浸水範囲を

把握1)

△

河川氾濫や内水被害は降
雨に起因。

雲の影響がない方がよい。

洪水前後のマルチスペク

トルデータ解析・比較に

よって浸水範囲を抽出3)

△

洪水前の画像が取得できる
とは限らない。

SAR画像の後方散乱強
度の変化から浸水範囲

を抽出2)

○

雲の影響がない。洪水後の
画像だけでも可能。

ガイドライン化を検討ガイドライン化を検討ガイドライン化を検討ガイドライン化を検討

【参考文献】
1) 中澤ら：高解像度衛星による津波被害状況の早期把握と解析，写真測量とリモートセンシング，Vol.50，NO.3，pp.128-129，2011.
2) 飯田ら：高分解能SARを利用した災害状況把握，国土地理院時報，No.99，pp.49-56，2002.
3) 中山ら：複数衛星データによる長江中流域の広域洪水特性の解析，(社)日本リモートセンシング学会第34回(平成15年度春季)学術講演会論文集，pp. 247-248，2003.



対象被害対象被害対象被害対象被害 手法の概要手法の概要手法の概要手法の概要

浸水被害
SAR画像を用いて、その後方散乱画像の輝度値の変化

から浸水範囲を抽出する。

崩壊地
植生指標値から崩壊地を抽出する。定期観測した画像

比較により、崩壊地の拡大や植生の回復状況を把握す
る。

火山降灰域
光学衛星画像によって、降灰域を直接的に確認する。噴

火時の気象状況を踏まえた予測と地上観測によるキャ
リブレーションによって降灰域を確定する。

森林火災

（延焼範囲）
被災範囲の画像から、完焼部分と健全部分について、
植生指標値の閾値を設定して区分する。

油流出被害
海面上の油膜の有無による空間スペクトルの差異を解
析して油流出範囲を検出する。

地盤変動
2つの合成開口レーダ(SAR)画像を用いて、干渉処理に

より地形の標高や変動量を求める(InSAR処理)。

対象災害と衛星データ適用の手法
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まとめ

□観測衛星の特長を生かした災害モニタリング

・準リアルタイムな災害観測

・広域性を重視した災害観測

・周期性を重視した災害観測

・地形変化の計測に特化した災害観測

：

□他の観測技術との融合による災害観測情報の信頼性向上

・航空機により取得された各種の情報

・UAV等，小型かつ簡易なプラットフォームで取得さ

れた各種の情報

：

□取得されたデータを規格化された手順で情報に！
=> ガイドライン


